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成 26 年 1 月より PICU・小児病棟間で転棟前訪問を導入した。転




























人シリーズ”の標語を参考に作成した。2013 年 5 月～ 7 月　 服装チェッ
ク項目に沿って標語担当者を決め、担当者ごとに標語を作成する
2013 年 9 月  　 服装チェック結果を踏まえて標語の見直しとイラスト
の決定を行う
2013 年 11 月   会議にて全標語を提示し、見直し、改訂を行う
2014 年 2 月 　 看護師長会にて標語を提示し、内容を最終決定する






















当院は、2008 年 1 月に EPA（経済連携協定）に基づき入国したイ
ンドネシア看護師候補者受入れ支援事業に参加協力依頼の本社通達
を受け、看護部で検討し受諾することを三役会で了承を得た。そし
て、第一陣のインドネシア看護師候補者 2 名を 2009 年 2 月 13 日に
受入れた。事業の初年度ということもあり、言葉の壁や生活習慣の
違い等、色んな問題を一つ一つ乗り越え試行錯誤を繰り返しながら
支援を続け、その 1 名が 2011 年 3 月に看護師国家試験を合格した。
もう 1 名も特例的な 1 年の滞在期間延長を経て、2012 年 3 月に合
格した。また、2011 年 1 月の本社通達を受け第 4 陣の受入れを看
護部で検討し、第 1 陣の 2 名の受入れ経験をもとにして、再度関係
部署の協力支援を確認した上で受入れることを受諾した。そして、
インドネシア看護師候補者 2 名を 2012 年 1 月 6 日に受入れ、1 名
が 2013 年 3 月に、もう 1 名が 2014 年 3 月にそれぞれ看護師国家試
験を合格することができた。受入れた 4 名のインドネシア看護師候
補者全員が 4 年連続で合格できたので 5 年間の支援活動について振
り返り、当院の看護師の意識の変化等についてまとめた。そして今
後の 4 名の支援の参考にできたらと考える。
